
事案名 さいたま市の事案（埼玉県１１－１） 
フォローアッ

プ調査資料 

・『本邦化学兵器技術史』〔１〕 

追加資料 

 

・『研究機関ＤＤＢ』〔Ａ１〕 

・『平成１６年度国内における旧軍毒ガス弾等に係る情報収集及

び取りまとめ業務報告書』〔Ａ２〕 

・｢『国内における毒ガス弾等に関する調査』への協力依頼に基

づく情報提供について｣〔Ａ３〕 
 

平成１５年度

フォローアッ

プ調査報告書

の要約 

 

 第６陸軍技術研究所が疎開した埼玉県与野の化学研究所で、青

酸の合成研究が行われていた。 

 

○生産・保有情報  

・さいたま市には、昭和２０年８月に第６陸軍技術研究所の一

部が疎開し、与野研究室として、青酸の合成を研究していた

〔１〕。 
 

新たな情報 ○その他 情報 

（１）地歴について 
・第６陸軍技術研究所与野研究室が存在したとされる民間研究

所の所在は確定できなかったが、これと似た名称をもつ民間

企業が存在していた〔Ａ１〕。 

・第６陸軍技術研究所与野研究室が存在したとされる民間研究

所と似た名称をもつ民間研究所跡地は、現在、民有地及び県

有地となっている〔Ａ２〕。 

（２）その他 

・県有地については、１５地点で土壌を採取し、全シアンにつ

いて溶出試験を実施した結果、全て非検出であった。ヒ素に

ついては１地点で含有量７８．８ｍｇ／ｋｇが検出されてい

る。検出された地点の詳細調査結果には、地山層（ローム

層）の表層に限定されているとの報告がある。なお、同地区

では、埼玉県生活環境保全条例第８０条５項の規定により平

成１５年２月２１日に汚染処理を完了している〔Ａ３〕。 

・県有地について、平成１４年度に実施した地下水調査では、

ヒ素は環境基準値（０．０１ｍｇ／ｌ）以下であった〔Ａ

３〕。 
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